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二
〇
〇
七
年
七
月
二
三
日、
「家
族
保
護
法
案」
が
イ
ラ
ン・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
議
会（以
下、
「国
会」
と
略
す
る）
に
提
出
さ
れ
た
（
1）。
司
法
権
が
作
成
し、
ア
フ
マ
ディーネジャード内閣で閣議決定されたこの法案は二〇〇八年に一度国会の審
議
か
ら
外
さ
れ
た
も
の
の
（
2）、
二
〇
一
〇
年
に
国
会
に
再
提
出
さ
れ
（
3）、
二
〇
一
二
年
の
三
月
五
日
に
国
会
を
通
過
し
た
（
4）。
そ
の
後、
同
法
案
は
監
督
者
評
議
会
（
5）で
の
審
査
を
経
て
五
月
一
日
に
国
会
に
差
し
戻
さ
れ
た
（
6）。
さ
ら
に、
国
会
で
の
審
議
を
経
て、
五
月
九
日
に
再
び
監
督
者
評
議
会
に
送
ら
れ
た
（
7）。
七
月
二
一
日
の
報
道
に
よ
る
と、
監
督
者
評
議
会
か
ら
戻
さ
れ
た
法
案
の
再
検
討
が
国
会
で
始
ま
り
（
8）、
一
一
月
一
三
日
の
報
道
で
は、
監
督
者
評
議
会
に
再
提
出
す
る
準
備
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
（
9）。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は、
こ
の
法
案
は
議
員
立
法
で
は
な
く、
内
閣
提
出
の法案であったことだ。また、法案の内容について内 、国会、監督者評議会の間で見解が分かれ、
何度も修正され、審議は長期化した。
　
本号に掲載した「家族保護法案」は、二〇一 年三月に国会を通過する直
前の二〇一二年一月二三日付で司法権ウェブサイトに公表された法案の邦訳で
あ
る
（
10）。
こ
の
法
案
は
以
下
の
よ
う
に
前
文
と
六
章（全
五
〇
条）
で
構
成
さ
れ
て
いる。
前文第一章
　
家庭裁判所
第二章
　
家族相談センター
第三章
　
婚姻
第四章
　
離婚
第五章
　
子の監護と養育
第六章
　
罰則規定
　
前文によれば、この法案提出の目的は、女性や子どもの権利に特に関係の
あ
る
家
族
の
規
定
（
11）に
存
在
す
る
問
題
や
矛
盾
を
解
決
し、
家
族
に
関
す
る
係
争
を
裁
判
所
だ
け
で
な
く、
家
族
問
題
の
専
門
家
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る。
そ
の
た
め
に、
全
国
に
家
庭
裁
判
所
と
家
族
相
談
セ
ン
タ
ー
（
12）の
設
置
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る。
ま
た、
こ
の
法
案
に
は
胚
提
供（不
妊
治
療
の
一
種、
第
四
条）
、
国
際
結
婚（第
四
四
条）
、
海
外
在
住
イ
ラ
ン
人
夫
婦
の
裁
判
手
続
き（第
一
五
及
び
一
六
条）や子どもの国外連れ去りの防止（第三八条）など、時代に即した項目
も
盛り込まれている。後述のように、法案が提出されるといくつかの条項をめぐってイランの国内だけではなく国外在住のイラン人の中でも大きな議論が巻き起こった。そして、二〇一二年一一月現在も議論は続いて る。以下では、法制化以前にも関わらず、今回、同法案を翻訳することにした理由とその意義を簡単に紹介したい。?
?
???????????????
　
家族保護法とは、特に結婚や離婚などの家族に関す 事柄について取り決
め
た
法
律
の
こ
と
で
あ
る
（
13）。
今
回
と
り
あ
げ
る
イ
ラ
ン
で
は、
民
衆
に
よ
る
運
動
に
よ
っ
て
国
王
に
憲
法
と
議
会
の
成
立
を
約
束
さ
せ
た
イ
ラ
ン
立
憲
革
命（一
九
〇
五
―
一
一
年）
後、
憲
法
だ
け
で
は
な
く、
刑
法
や
財
政
法、
民
法
の
分
野
に
も
い
わ
ゆ
る
「近
代
法」
の
導
入
が
図
ら
れ
た。
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て
の
法
律
が
二
〇
世
紀
初
頭
現代イランの 「家族保護法案」 についての覚書
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に完全に西欧化したわけではなかった。イラン民法の制定（一九二八年）は憲法制定（一九〇六年）よりも二〇年以上も遅れたが、それは民法がフランスやベルギー、スイスなどの民法を参考に作成される中で、国内の宗教勢力か
ら
の
反
対
に
よ
り
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
（
14）。
例
え
ば、
一九二八年に成立した民法には女性は一五歳、男性は一八歳で結婚できるという規定がある。これまでイスラーム法で女性が九歳、男性が一五歳で結婚できるとされていたが、この法律で イスラーム法よりも結婚可能年齢を引き上げている。　
それから約三〇年後の一九六七年にイラン革命前の最初の家族保護法が生
まれた。これは、パフラヴィー朝第二代国王モハンマド・レザー・シャーが西欧を模範とする近代化を推進する白色革命（一九 三年）とほぼ同時期のことであっ 一九六〇年代以降、国王はイスラーム法の影響を残す民法の家族に関する規定が近代化の阻害要因に
なっているととらえた。家族保護法
には、夫の一方的な離婚や夫が複数の妻を持つ とを制限する条項が盛 込まれていた。そのような法律の制定には、国王の意向に加え、国王 双子の妹アシュラフ王女を中心に組織化された国内の女性運動の後押しも影響を与え
て
い
る。
一
九
七
五
年
に
改
正
さ
れ
た
同
法
で
は、
女
性
の
一
八
歳
未
満、
男
性
の
二〇歳未満の結婚を原則的に禁止し、法定婚姻 齢を引き上げた
（
15）。
　
しかし、イラン革命によって一九七九年にイラン・イスラーム共和国が成
立すると、状況は一変した。革命を指導 たホメイニー師は革命前から家族保護法に反対しており、革命が成就するとこの を停止するという措置をとった。そのため、結婚や離婚に関する問題には家族保護法成立前 民法や婚姻法などが適用されることになっ れらの法律には互いに矛盾した内容が含まれていたり、また、同じような問題でも判事 よって異な 判決が出されたりして、司法 現
場では混乱が生じた。
?
?
??????
????????
????????
　
なぜ二〇〇七年に「家族保護法案」が提出されたのか。その理由のひとつ
としてイランの社会の変化とそ に伴うイランの家族をめぐる状況 変化があげられる。第一に、女性の晩婚化である。一九六六年には女性の平均結婚年
齢
は
一
八
・
四
歳
で
あ
っ
た
が、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
二
・
二
歳
に
な
っ
て
い
る
（
16）。
この背景には女性の高学歴化や革命後に男女隔離が進んだこと より、女性
の社会進出が拡大したことなどの要因が考えられる。イランの国立大学への女
子
入
学
者
の
割
合
は
一
九
八
八
年
に
五
二
％
と
半
数
を
超
え
（
17）、
二
〇
一
〇
年
に
は
六
二
％
と
男
子
入
学
者
数
を
大
幅
に
超
え
た
（
18）。
婚
姻
率
の
低
下
を
受
け、
政
府
は
若
者の結婚促進のためのさまざまな方策をとりはじめた。二〇〇五年には「若者
の
結
婚
促
進
法」
（
19）を
制
定
し、
結
婚
相
談
所（
M
arākaz-e R
asm
ī-ye H
am
saryābī ）
に認可を与えている
（
20）。
　
第
二
に、
離
婚
件
数
の
増
加
で
あ
る。
一
九
九
九
年
に
は
約
五
万
件
の
離
婚
件
数
が
二
〇
〇
九
年
に
は
約
一
二
万
件
に
な
り
（
21）、
一
〇
年
で
二
倍
以
上
に
増
加
し
た
こ
と
か
ら、政府はこれを深刻な社会問題とみなしている。そこで、離婚防止対策としては、今回提出された家族保護法案には家族相談センターの設置をはじめとした工夫が施されようとしている。　
第三に、晩婚化と離婚の増加に伴い、近年、少子化も社会問題とみなされ
るようになった。イラン・イラク戦争（一九八〇―八八年）中には出生率が上昇し、学校不足や 受験競争の激化などの社会問題が噴出し、戦後に政府は「子どもは二人で十分」と銘打ったキャンペーンによって産児制限を奨励した。しか 二〇一二年になってアフマディーネジャード大統領は「もはや二人では十分で ない」というスローガンのもと、人口増加のための政策を推進すると公言している
（
22）。
　
こうした社会の変化や女性たちの要求を受け入れ、少しずつ婚姻や離婚に
関
す
る
法
律
（
23）が
変
え
ら
れ
て
い
っ
た。
一
九
八
二
年
に
は
男
性
側
か
ら
離
婚
を
言
い
出し、女性の側に非がない場合に 離婚時に女性が財産の半分を受け取れる権利が認められ、女性から離婚請求する権利が拡大した。また一九九三年には、夫が妻に「不当に」離婚を請求する場合には、婚姻期間中 妻 家事労働に対して「報酬」を支払う法律も成立 た
（
24）。
　
このような急速な家族関係の変化に直面し、政府関係者はその対応を迫ら
れている。本法案の前文には「家族はその 員の幸福や社会基盤の安定に決定的な役割を果たす基本的な制度である」と書かれてい 。今回、司法権が作
成
し、
現
政
権
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
上
で、
こ
の
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は、
現在のイラン政府に、イランでは家族が危機 あり、そ への対策が必要であるという認識があったのではないかと考えられ 。
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法案の前文には、前述の問題へのさまざまな解決法が提案されている。例
えば「子どもの養育料の請求のために、母親が訴訟を起こす選択肢」を提供す
る
こ
と、
「妻
か
ら
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
妻
の
居
住
地
で
受
け
付
け
る
選
択
肢」
を
提
供することなどがある。二〇〇六年に開設された改革派系のニュース・ウェブ
サ
イ
ト『メ
イ
ダ
ー
ネ・
ザ
ナ
ー
ン（女
性
の
広
場）
』
で
は、
こ
の
よ
う
な
提
案
は
女性の権利に肯定的な影響をもたらすと歓迎している
（
25）。
　
しかし、同法案は政府によって提案されたも であり、イラン国内外の女
性にとって問題があると考えられる条項がいくつか含まれていた。ひとつは二人目の妻と結婚する場合の問題で 革命前の家族保護法では、結婚している男性が二人目の妻を娶ろうとする場合、実質的には最初の妻の許可必要だった。しかし、二〇〇七年に初めて提出された法案の第二三条は 財政的な余裕があることを証明 だけで男
性は二人目の妻を娶ることができ
ることになっていた。つまり最初の妻の許可 しに二人目の妻と結婚できるということであり、その が女性たちの間 となった。　
次に、婚資への課税の問題である。二〇〇七年に提出された法 の第二五
条
は「通
例
以
上
に
高
額
で
非
常
識
な」
婚
資
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
た。
婚資のうち、離婚の際に支払われ 分については離婚しなければ支払う必要が
な
い
も
の
で、
「愛
の
証」
を
求
め
て、
ま
た
男
性
か
ら
の
恣
意
的
な
離
婚
を
防
ぐ
た
めにも女性は婚資の値をできるだけ上げ い 考える。現在は女性の高学歴化もあって、離婚の際に妻に支払われることが約束される婚資 額は、年々値上がり傾向にある。さらに、上述のように年々離婚件数は増えており、離婚
の
際
に
婚
資
が
支
払
え
な
い
た
め
に
収
監
さ
れ
る
男
性
も
い
る
（
26）。
男
性
に
と
っ
て
は、女性側 課税を避けようとすることで、婚資の相場 下がること 望ましいのである。さら 、一時婚の問
題がある。二〇〇七年提出の法案では一
時婚は登録不要であったが、これに対しても女性たちは反発して る。国内外
の
イ
ラ
ン
女
性
た
ち
は、
特
に
こ
れ
ら
の
条
項
を
問
題
視
し、
反
対
運
動
を
展
開
し
た
（
27）。
こ
れ
ら
の
条
項
に
関
す
る
報
道
も、
削
ら
れ
る、
削
ら
れ
な
い
と
二
転
三
転
し
た
（
28）。
　
今回の翻訳で明らかになったのは、二〇一二年一月二三日付けで公表され
た「家族保護法案」に 二人目の妻については特に何も記載されていない点
である。条文には単にすべての結婚（一時婚を除く）には登録が必要であると書かれている。これはすなわち二人目の妻についても裁判所に許可を求める
必
要
が
あ
り、
そ
の
段
階
で
実
質
的
に
は
最
初
の
妻
が
そ
れ
を
知
る
（
29）と
い
う
こ
と
を意味する。次に問題となった婚資への課税に関しては削 されている。さらに、翻訳された法案の第二二条にあるように妊娠した場合など、一定の条件のもとで一時婚の登録を行うというものに変更されている。?
?
????
　
上
述のように「家族保護法案」は二〇一二年三月五日に国会を通過し、監
督
者
評
議
会
へ
と
送
ら
れ
て
審
査
を
受
け
た。
そ
の
後、
法
案
は
国
会
に
戻
さ
れ
た
が、
国会で夫が二人目の妻を娶ることのできる条件と婚資の課税 関し も修正さ
れ
る
の
で
は
な
い
か、
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
（
30）。
実
際
に
は、
妻
が
精
神
疾
患
や
難病の場合など十の条件に該当す 場合は、夫は最初の妻の許可なしに二人目の妻を娶ることができるという規定になった。さらに婚資については、課税ではなく百十枚の金貨
（
31）を上限とすることになると報じられている。
　
五月九日に修正された法案が国会を通過し、もう一度監督者評議会から差
し戻されたが一一月一三日の報道では、監督者評議会に再度送 準備が整ったところ ある。この五月九日に通過した法案の完全版は、二〇一二年一一月現在の時点では入手できない状況にあったため、一月二三日に司法権ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
さ
れ
た
法
案
を
翻
訳
し
た。
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に、
二〇一二年一月、司法権のウェブサイトに法案が掲載されるまで 何度も修正や加筆が加えられてき 。家族保護法をめぐる議論の変遷 明らか するためには、この加筆修正の過程を丹念にたどる必要 あ 。　
さらに、この法案はまだ法制化に至っていない。そのため、二人目の妻の
問題や婚資の問題 一時婚の問題が最終的にどのよう 形で法制化されるのか、議論はまだ続いている。現代イラン社会の現状および報道などに対する人々の反応も合わせて、これから 「家族保護法案」 動向とその過程を今後とも注視して きたい　︻註︼
（
1）
二
〇
〇
七
年
七
月
二
三
日
に
提
出
さ
れ
た「家
族
保
護
法
案
（全
五
三
条）
」
に
つ
い
て
は、
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下
記
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
（
http://w
w
w
.m
eydaan.net/S
how
A
rticle.aspx?arid=
330, ac-
cessed 5 O
ctober 2012 ）。
（
2）
この法案に反対して「さまざまな階層の百人以上の女性たちが」国会に集まって抗
議
活
動
を
行
っ
た
た
め
に「社
会
不
安
を
取
り
除
く」
と
し
て
い
っ
た
ん
議
題
か
ら
外
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
http://w
w
w
.bbc.co.uk/persian/iran/story/2008/8/printable/080831_
m
g_m
ajilis_w
om
en.shtm
l, accessed 29 Septem
ber 2012 ）。
（
3）
二
〇
一
〇
年
三
月
一
二
日
に
提
出
さ
れ
た「家
族
保
護
法
案
（全
五
九
条）
」
は
下
記
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
（
http://w
w
w.iranzanan.ir/w
om
en_studies/cat_16/001862.php, accessed 
26 N
ovem
ber 2012 ）。
（
4）
http://w
w
w
.farsnew
s.com
/printable.php?nn=
13901216000423, accessed 1 June 2012.
（
5）
show
rā-ye negahbān. 監
督
者
評
議
会。
「護
憲
評
議
会」
、「憲
法
擁
護
評
議
会」
、「憲
法
監
督
評
議
会」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が、
憲
法
以
下
の
法
令
で
は「
憲」
や「憲
法
擁
護」
に
相
当
す
る
語
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で、
本
稿
で
は
字
義
ど
お
り「監
督
者
評
議
会」
と
訳
す。
最
高
指
導
者
が
任
命
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
評
議
員
六
名
（憲
法
第
一
一
〇
条
第
六
項）
、
お
よ
び
司
法
権
長
が
推
薦
し、
国
会
が
信
任
す
る
一
般
法
学
者
評
議
員
六
名
の
計一二名から構成される。国政選挙の立候補資格審査権
（憲法第九九条）
、憲法解
釈
権
（憲
法
第
九
八
条）
、
法
案
審
査
権
（憲
法
第
九
四
条）
の
権
限
を
有
す
る。
法
案
審
査
権
は、
国
会
に
て
可
決
さ
れ
た
全
法
案
を
審
査
す
る
権
限
で
あ
る。
立
法
権
は、
国
会
が
下
院、
監
督
者
評
議
会
が
上
院
の
機
能
に
相
当
す
る。
監
督
者
評
議
会
が
国
会
可
決
法
案
を
承
認
と
す
れ
ば
法
案
成
立、
不
承
認
と
す
れ
ば
法
案
は
国
会
へ
差
し
戻
し、
監
督
者
評
議
会
と
国
会
と
の
間で全く修正されず二度往復する法案は公益判別評議会が法案を審議する。
（
6）
http://w
w
w
.bbc.co.uk/persian/iran/2012/05/120501_131_iran_bill_fam
ily_parliam
ent.
shtm
l?print=
1, accessed 11 M
ay 2012.
（
7）
http://isna.ir/fa/new
s/91032010961/ﺪﻳﻳﺎﺗ-و-هداوﺎﺧ-ت
ﻳﺎﻣﺣ-هﺣﻳﺎﻟ-ﻥﺳﻧاد-ع
رﺷ-ف
ﺎﻟﺧ, accessed 26 
N
ovem
ber 2012.
（
8）
http://isna.ir/fa/new
s/91043118691/ﺎﻋاﻟط
ا-ت
ظ
ﺎﻓﺣ-س
ﻳﻳر-ﺎﺑ-س
ﻟﺟﻣ-ﻲ
ﻳﺎﺿ
ﻗ-ﻥوﻳﺳﻳﻣﻛ, accessed 26 
N
ovem
ber 2012.
（
9）
http://isna.ir/fa/new
s/91082315081/هداوﻧﺎﺧ-ت
ﻳﺎﻣﺣ-و-ﯽ
ﻣﺎﻟﺳا-ت
ازﺎﺟﻣ-ﻪﺣﻳﺎﻟ-ﯽ
ﺳررﺑ-ﻥﺎﻳﺎﭘ, accessed 
26 N
ovem
ber 2012.
（
10）
http://w
w
w
.dadiran.ir/L
inkC
lick.aspx?fileticket=
8vE
hL
F
R
1lZ
w
%
3d&
tabid=
1039&
m
i
d=1669, accessed 24 N
ovem
ber 2012.
（
11）
これらには、民法にある家族法規定だけではなく、婚姻法、離婚法、子どもと若者保護法などのさまざまな法律が含まれる。
（
12）
家
族
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は「家
族
保
護
法
案」
第
二
章
（第
一
七
条
か
ら
第
二
一
条）
を参照。
（
13）
一般にこのような法律は他のアラブ諸国などでは「身分法」や「個人身分法」など
と
い
う
名
で
存
在
す
る。
イ
ス
ラ
ー
ム
家
族
法
に
つ
い
て
の
日
本
で
の
研
究
に
は、
柳
橋
博
之『イ
ス
ラ
ー
ム
家
族
法
――
婚
姻・
親
子・
親
族』
（創
文
社、
二
〇
〇
一
年）
が
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア、
フ
ィ
リ
ピ
ン、
イ
ン
ド、
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
現
在
の
家
族
法
に
つ
い
て
は、
柳
橋
博
之『現
代
ム
ス
リ
ム
家
族
法』
（日
本
加
除
出
版、
二
〇
〇
五
年）
な
ど
の研究がある。
（
14）
E
ncyclopedia Iranica: C
ivil C
ode (http://w
w
w
.iranicaonline.org/articles/civil-code, ac-
cessed 12 N
ovem
ber 2012).
（
15）
ただし、一五歳から一八歳までの女性で特別な理由があれば、裁判所の許可により結婚できるとも書 れている。
（
16）
http://w
w
w.sabteahval.ir, accessed 12 N
ovem
ber 2012.
（
17）
桜井啓子『現代イラン――神の国の変貌』
（岩波新書、二〇〇一年）
一七五頁。
（
18）
http://w
w
w
.farsnew
s.com
/new
stext.php?nn=
8912250512, accessed 27 N
ovem
ber 2012.
（
19）
http://rc.m
ajlis.ir/fa/law
/show
/97806, accessed 11 N
ovem
ber 2012.
（
20）
Jam
-e Jam
 o
n
lin
e 2
7
 D
ecem
b
er 2
0
11
 (h
ttp
://w
w
w
.jam
ejam
o
n
lin
e.ir/M
ed
ia/
pdfs/1390/10/05/1008630518, accessed 11 N
ovem
ber 2012).
（
21）
http://w
w
w
.khabaronline.ir/new
s-70434qspx, accessed 11 N
ovem
ber 2012.
（
22）
http://w
w
w
.bbc.co.uk/persian/iran/2012/07/120726_ka_iran_population, accessed 26 
Septem
ber 2012.
（
23）
イランでは民法の規定を抜本的に変えるのではなく、これら 規定についても婚姻法や離婚法などの諸法律 変えることで対応してい 。
（
24）
ソヘイラー・サーデギー、ヘシュマト・モーイニーファル「イランにおけ 女性学の現在」
（『アジア女性研究』一六号、二〇〇七年）
八二―八七頁。
（
25）
他
方
、『
メ
イ
ダ
ー
ネ
・
ザ
ナ
ー
ン
』
は
「
家
族
保
護
法
案
（
二
〇
〇
七
年
七
月
二
三
日
国
会
提
出
）」
の
う
ち
、
複
婚
や
一
時
婚
、
婚
資
へ
の
課
税
に
関
す
る
条
項
等
に
は
反
対
の
意を
表
明
し
て
い
る
（
http://w
w
w
.m
eydaan.net/Show
A
rticle.aspx?arid=
330, accessed 5 O
ctober2012 ）。
『メ
イ
ダ
ー
ネ・
ザ
ナ
ー
ン』
に
つ
い
て
は、
下
記
論
文
参
照
（
N
abavi, N
agin, “F
rom
 ‘R
e-
form
’ to ‘R
ights’: M
apping a C
hanging D
iscourses in Iran, 1997-2009,” in Iran from
 
T
heochray to the G
reen M
ovem
ent, edited by N
agin N
abavi, N
ew
 Y
ork: P
alagrave M
ac-
m
illan, 2012 ）。
（
26）
ジャーメ・ジャム紙の二〇一二年一月二九日の報道によると現在、婚資の未払いで
三
〇
〇
〇
人
以
上
が
収
監
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（東
京
外
国
語
大
学
日
本
語
で
読
む
中
東
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
翻
訳
 http://w
w
w
.el.tufs.ac.jp/prm
eis/new
s_j.htm
l, accessed 12 N
obem
ber 
2012 ）。
（
27）
イランには国内外にさまざまな女性運動の団体が存在する。これらの女性は国際
147 イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）
現代イランの「家族保護法案」についての覚書
女
性
の
日
（三
月
八
日）
に
デ
モ
活
動
を
し
て
当
局
に
大
量
に
逮
捕
さ
れ
る
よ
う
な
反
体
制
的
な
も
の
や、
国
内
に
あ
っ
て、
今
回
の
家
族
保
護
法
に
対
す
る
抗
議
の
座
談
会
を
開
催
し
て
い
る
姿
を
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
団
体
な
ど
も
あ
る
（
http://w
w
w.iranzanan.ir/iranzanan_
netw
ork/cat_26/001677.php,  accessed 26 N
ovem
ber 2012 ）。その中でも特に有名な運
動
に
二
〇
〇
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
た「百
万
人
の
署
名
運
動」
に
は、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
シ
ー
リ
ー
ン・
エ
バ
ー
デ
ィ
ー
や
詩
人
の
ス
ィ
ー
ミ
ー
ン・
ベ
フ
ベ
ハ
ー
ニ
ー
な
ど
も
参
加しており、大きな運動となった
（
N
oushin A
hm
adi K
horasani, C
am
paign for E
quali-
ty: The Inside Story, W
om
en’s L
earning P
artnership (W
L
P
), 2009 ）。
（
28）
イ
ラ
ン
国
外
の
女
性
運
動
に
つ
い
て
は
下
記
の
サ
イ
ト
等
を
参
照
（
http://w
w
w.bbc.co.
uk.persian/lg/iran/2010/08/100821_135_fam
ily_protection_law
.shtm
l, accessed 5 S
eptem
-
ber 2012; http://w
w
w
.bbc.co.uk/persian/lg/iran/2010/08/100827_125_fam
ily_protection_
bill/shtm
l, accessed 5 Septem
ber 2012 ）。
（
29）
一
九
七
五
年
に
改
正
さ
れ
た
革
命
前
の
家
族
保
護
法
で
は、
夫
が
二
番
目
の
妻
を
娶
る
際
に
は、
最
初
の
妻
の
同
意
を
必
要
と
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
た。
そ
し
て
同
法
は、
最
初
の
妻
の
同
意
な
く
複
婚
を
し
た
夫
へ
の
罰
則
を
定
め
て
い
た
が、
革
命
後、
監
督
者
評
議
会
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
反
す
る
と
し
て
停
止
措
置
と
な
っ
た
（
Ṣ
afā’ī, S
eyyed Ḥ
oseyn and 
A
sadollāh E
m
ām
ī, M
okhtaṣar-e Ḥ
oqūq-e K
hānevāde, Tehran: N
ashr-e M
īzān, 1390 (kh.) 
/2011, pp. 99-104 ）。
そ
の
た
め、
婚
姻
登
録
の
義
務
化
に
よ
っ
て
、
夫
が
二
人
目
の
妻
を
娶
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
最
初
の
妻
が「知
り」
、
そ
れ
に「同
意」
し
て
い
な
い
場
合
で
も、
阻
止
す
る
こ
と
は
難
し
い。
た
だ
し、
近
年
は、
婚
姻
契
約
書
の
中
で
二
人
目
の
妻
を
持
つ
こ
と
を
離
婚
の
条
件
に
あ
げ
て
い
る
場
合
が
あ
り、
夫
の
実
施
し
た
複
婚
の
登
録
を「知
る」
こ
とによって妻からの離婚請求が可能となるケースもありうる。
（
30）
http://w
w
w
.bbc.co.uk/persian/iran/2012/05/120501_131_iran_bill_fam
ily_parliam
ent.
shtm
l?print=
1, accessed 11 M
ay 2012.
（
31）
欧米諸国による経済制裁のために、現在イランの金貨の価格には揺らぎが見られる
が、
二
〇
一
二
年
一
一
月
時
点
の
価
格
で
金
貨
一
枚
に
つ
き
約
一
二
〇
万
ト
マ
ン
で
あ
る。
これは、約九八〇ドル あたる。
